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１．はじめに 

第56回年次学術講演会にて、「伐採材を活用した法

面保護及び緑化工法の開発」１）という題で報告した。 

前報告では、伐採材チップを堆肥化することなく、

法面の保護及び緑化に活用する本工法（以下、チップ

緑化工法）が雨水等による法面浸食防止効果が高いこ

と、良好な法面緑化が可能であることを報告した。 

本稿では、埋土種子を活用した２タイプを含む、８

タイプのチップ緑化工法について法面の長期的変化

を観測し、比較評価した結果について述べる。 

２．チップ緑化工法の概要 

本工法は図１に示すように、繊維状に破砕したチッ

プを法面に薄く敷設し、これへ種子吹付することで法

面の保護と緑化を実現する工法であり、伐採材のリサ

イクルに有効な技術である。 

適用にあたっては法面の土質や勾配等に応じて、吹

付種子の配合や量、肥料の量等を変える。また必要に

応じて肥料帯やネット等を使用する。 

３．実験概要 

３－１ 目的 

 チップ緑化工法の代表的な６タイプと埋土種子を

活用した２タイプについて、その緑化状況の変化を観

測し、長期的な評価（４年間）を行う。 

３－２ 実験場所・方法 

実験場所は愛知県豊田市の伐採材リサイクル施設

内の法面で、勾配は1:1.5、土壌はマサ土である。 

区画サイズは幅３ｍ×法長６ｍで、表１に示す８タ

イプをそれぞれ３区画ずつ施工した。チップ厚は全て

３cmである。平成13年5月に施工し、平成14年、15年、

17年の10月に調査を合計３回実施した。調査項目は、

法面の緑被率、出現種数、植物群落の被度と高さであ

る。調査結果をもとに、下式にて積算優占度、多様度

指数（Shannon-Wiener関数）を計算した。 

積算優占度＝被度（％）×高さ（cm） 

多様度指数Ｈ’＝－Σｎi／Ｎ log2 ｎi／Ｎ 

 

 

 
 

 

 

図 1 チップ緑化工法の断面図 

表 1 実験条件 

NO タイプ 種子 肥料帯
A 種子付ネット 草本主体 あり
B 種子付ネット 木本主体 あり
C チップ上へ種子吹付 木本主体 なし
D チップ下へ種子吹付 木本主体 なし
E チップと種子混合吹付 木本主体 なし
F 埋土種子：チップ＝1：1 埋土種子 なし
G 埋土種子：チップ＝1：2 埋土種子 なし
H 標準タイプ 草本主体 なし  

 

４．実験結果および考察 

４－１ 法面の緑被率 

施工後４年５ヶ月が経過した法面の緑化状況の一

例を写真１に示す。実験期間中、全タイプにおいて法

面の緑被率は100%であった。堆肥化されていないチッ

プを使用する本工法において、長期的な緑化が可能で

あることが確認された。 

４－２ 出現種数の変化 

出現種数の変化を図２に示す。1～2年目は埋土種子

を使用したＦ、Ｇ２区画の種数が最も多く、埋土種子

の活用が多様な緑の復元に有効であることが確認さ

れた。 

４年目には埋土種子使用区の種数に減少が見られ、 
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各区画間の種数の差は小さくなった。これは埋土種子

使用区の優占種が成長して種数が減少したことと、そ

の他区画へ埋土種子使用区の植物（イヌザンショウ、

ニガイチゴ、ミツバツチグリ等）や実験地周辺の植物

が分布を拡大したためである。埋土種子の活用は多様

な緑の供給源となり、長期的には周囲の植生の多様性

向上に寄与するものと考えられる。 

今回は埋土種子とチップの混合割合の違いによる

差は少なかった。採取土壌の質にもよるが、貴重な埋

土種子を効率的に使用する可能性が確認された。 

４－３ 積算優占度 

積算優占度の変化を図３に示す。木本種子を主体と

し、肥料帯を使用したＢ区画の積算優占度が最も高く

なった。これはＢ区画に成長の早いハギ類を使用した

ためで、区画間の被度に差はないものの高さで大きな

差異が出た。２年間有効な緩効性肥料が入った肥料帯

を設置したことも差異の一因と考えられる。 

なお４年目では埋土種子を使用したＦ、Ｇ区画の積

算優占度の増加が確認された。埋土種子由来の木本類

（ヌルデ、ネムノキ、タラノキ、ヤマハンノキ等）の

成長が良好なためである。 

４－４ 多様度指数 

 多様度指数を図４に示す。1～2年目は出現種数と同

様に埋土種子を使用したＦ、Ｇ２区画の多様度指数が

高くなった。積算優占度の高いＢ区画はコマツナギの

みが優占し、多様度指数は低くなった。コマツナギは

周囲の区画へ分布を広げていることが観測により確

認されており、ハギ類による緑化は画一的な緑化とな

る危険性があり、注意が必要である。 

４年目は埋土種子使用区以外の区画で多様度指数

が増加した。これは各区画の植物や実験区画外の植物

がその分布を広げたためと考えられる。 

５．まとめ 

 上記結果より、以下のことが確認された。 

１）チップ緑化工法は４年間に渡って緑被率100％を

確保しており、伐採材を活用した有効な法面緑化手

法の１つである。 

２）埋土種子の利用は、初期の出現種数や多様度指数

の増加および長期的には周囲の植生の多様度向上

に効果がある。 

３）ハギ類を使用した緑化は積算優占度が高いものの

画一的な緑化となる危険性がある。 
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写真１ 法面の緑化状況（4年目） 
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図２ 出現種数の変化 
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図３ 積算優占度の変化 
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図４ 多様度指数の変化 
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